
令和５年８月２８日  
 

報道機関各位 

 

長岡市立中央図書館長  

 

        ～長岡復興の恩人・三島億二郎の日記をひもとく～ 

    「長岡市史双書を読む会」を開催 
 

このたび、市の歴史に関する文書の保存や調査・研究の相談などを行う「歴史
れ き し

文書館
ぶんしょかん

」

で、北越戊辰戦争後の長岡復興に尽力した三島億二郎の日記を収録した長岡市史双書

をテキストに、昔の長岡のすがたを読み解く講座を開催します。 

 つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、参加者募集の周知にご協

力いただきますとともに、ぜひ当日取材くださるようお願いします。 

       

長岡市史双書を読む会 
 
 

１ 日 時  ９月１日（金）・１５日（金） 午後２時～４時（全２回） 
 
２ 会 場  長岡市歴史文書館 

（長岡市長倉西町 458 番地 7（旧サンライフ長岡）） 
 
３ 定 員  ６０人（先着）  

※受付期間：８月３１日（木）まで 

８月２８日現在、４５人の申し込みがあります。 

 

４ 講 師  第１回：歴史文書館館長 

第２回：古田島 吉輝 氏 

（長岡戦災資料館顧問、長岡郷土史研究会会員） 

 

５ 内 容  長岡市史双書№４０『三島億二郎日記(4)－北海道拓殖の記－』を      

テキストに、三島億二郎とその理念に共感して北海道開拓に取り

組んだ近代長岡の人びとのすがたを探ります。 

 

６ 受講料  無料（テキスト代１，５００円） 

 

※詳細は別紙チラシを参照ください。 

 

問い合わせ：歴史文書館 田中、岡田 

TEL ０２５８－３６－７８３２ 

長岡市 




